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第 31回 世 界 の 国 と 文 化 を 知 ろ う 
2020年3月1日(日)  9：30～14：00  (受付9時より) 

会場：藤枝市藤枝地区交流センター （五十海３－１２－１） 

【1限目】 9:30～10:45  【2限目】 11:00～12:15  【交流会】 12:30～14:00 

※各時間帯で1講座選んで受講できます 
  

 
 

 
 

 
 

 ① イタリア ② フランス ③ アメリカ ⑥台湾 

１
時
限 

 
 

 
 

 

  

  

  

イタリアの伝統工芸 フランスとドイツの アメリカと日本に 開始時間10時から 
カメオの世界 生活で得られたもの おけるクラフトビール 

          

9:30 古代ローマ皇帝にも愛された 日本人が一人もいない異文化の環境 クラフトビールって何？どのように作 進来喝杯茶吧 

  歴史ある彫刻  「カメオ」  の   の中で、戸惑いながらもどのように適 るの？アメリカと日本におけるクラ 
食生活（お茶・料理） 

 

～ 
 

マエストロによるトークと実演 応し楽しく暮らせるようになったのか？   フトビールの歴史とマーケティング 台湾茶を淹れながら、台湾と   
       日本との違いについてのお話  

  
ウーゴ リベラートさん 川村 浩一さん グラント ショーラーさん 

  

10:45 （2時限まで続く） 

  （イタリア語・日本語）  （日本語） （英語・通訳あり）   

          

 
 ④ シンガポール   ⑤ イギリス 交流会では 

２
時
限 

 
 

 
 

 

  
  

  講座中に作った大根餅と 

シンガポール   ロンドンで育った 東方美人茶を提供 

ユニークな多文化国家   アジア人   

          

11:00 近年、日本人観光客に人気急増   ロンドンで暮らすイギリス人      

  わずか55年のスパンで高度に   しかし、タイの血が流れるアジア人 陳 侑秀さん 

～ 
 

発達した国についてもっと知ろう   でもある。僕って何？多文化共生   

 
       

  (日本語） 
  

グロリア リムさん   ｼﾞｪｼｰ ﾁｪﾙﾄﾞﾁｭｳｨﾁｬｲｸｰﾝさん   
  

12:15 （英語・日本語）   （英語・通訳あり）   
          

12:30 交 流 会(1階 集会室) 
～ 

 

    

14:00 
         講師を囲んでランチを食べながらおしゃべりを楽しみます 

      参 加 料 ： 一般      1500円 (高校生・大学生・外国人は1000円) 

                              (小・中学生は500円) 

                     FIFS会員   1000円             

      定     員 ： 先着順にて各クラス30名 ⑥は20名 

      受付期間：   2月 20日(木)まで 

     ※ お問い合わせは、平日8時30分～17時の間に。 

   お申し込みは、電話またはFAX ・ Email で、藤枝市国際友好協会へ 

  TEL 054-270-3232 FAX 054-646-3330 ✉fifs1984@cup.ocn.ne.jp 

   FIFS会員募集 

年間を通してFIFSの仲間を募集しています。 
特典としては、会報誌FIFS NEWSの配布や、
イベント・講座などに優先的に参加でき参加
費の特典があります。  

年会費：法人・団体：10,000 円 

      家族会員：  5,000 円 

     個人会員：  3,000 円 

  学習室 1 学習室 2 多目的室 調 理 室 

募集中 



国際交流セミナー 

材料は同じくらいの大きさに切りましょう 

男性参加者も非常に積極的でした 

1月26日(日)にリチャード ペティさんを講師にお招きし、青島北地区

交流センターで、アメリカ南部の田舎料理作りにチャレンジしました。 

リチャードさんのお人柄があふれるような、楽しい・おいしい魚介の

ジャンバラヤが出来上がりました。イチゴで色づいたレモネードを飲み

ながら、しっとりとしたバタービスケットをかじり、笑顔があふれた講

座でした。ネイティブの英語と料理を楽しめ、参加された皆さんは、心

もおなかも満足されたようでした。ありがとうございました。 

 

 

 

 
 

ネイティブの英語がわかるかな？ 


